
工
学
部
の
近
況
に
つ
い
て

工
学
部
長
　
佐
古
　
猛

　

静
岡
県
で
は
約
20
年
前
か
ら
自
動

車
産
業
を
初
め
多
く
の
製
造
業
関
係

の
企
業
が
海
外
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
を
例
に
取
り
ま
す
と
、
県
内
の

進
出
企
業
は
１
７
２
社
、
全
国
の
都

道
府
県
別
で
５
位
に
入
り
ま
す
。
今

後
も
ア
ジ
ア
を
中
心
に
進
出
す
る
企

業
が
増
加
す
る
と
共
に
、
業
界
の

範
囲
も
広
が
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

静
岡
大
学
で
は
ア
ジ
ア
に
お
け

る
日
本
の
存
在
感
を
高
め
る
た
め

に
、
県
内
の
製
造
業
の
多
く
が
進
出

し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
を
中
心
に
、
こ

れ
ら
の
国
の
優
秀
な
学
生
の
入
学
を

促
進
し
、
学
部
の
留
学
生
に
つ
い
て

は
日
本
人
学
生
と
共
に
日
本
語
で
専

門
分
野
や
日
本
に
つ
い
て
学
び
、
修

士
の
留
学
生
に
つ
い
て
は
英
語
で
よ

り
高
度
な
専
門
教
育
を
受
け
る
と
共

に
、
日
本
語
や
日
本
の
文
化
に
つ
い

て
の
基
礎
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、

ア
ジ
ア
と
日
本
の
橋
渡
し
の
役
割
を

担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
日
本
人
学
生
に
つ
い
て
も
、

留
学
生
と
机
を
並
べ
て
勉
強
す
る
こ

と
に
よ
り
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
共
に
、
英
語
に
よ
る
授
業
科

目
を
受
講
で
き
ま
す
。
更
に
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
目
指
す
日
本
人
学
生
に
は
、

副
専
攻
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス

を
取
り
、
英
語
に
よ
る
様
々
な
授
業

や
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

工
学
部
は
静
岡
大
学
の
中
で
、
最

も
早
く
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
の
留
学
生
を
10
月
に
入
学

さ
せ
る
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
始
し
、
５
年
間
で
34
名
（
ベ
ト
ナ

ム
28
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
５
名
、
タ
イ

１
名
）
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
10

月
に
入
学
後
の
半
年
間
、
集
中
的
に

日
本
語
と
理
数
基
礎
科
目
の
教
育
を

行
い
、
翌
年
の
春
か
ら
は
日
本
人
の

１
年
生
と
全
く
同
じ
授
業
を
３
年
間

受
け
て
、
最
後
に
半
年
間
の
卒
業
研

究
を
行
い
卒
業
し
ま
す
。
平
成
25
年

９
月
に
３
名
の
１
期
生
留
学
生
が
工

学
部
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、
そ

の
後
、
全
員
が
修
士
課
程
に
推
薦
で

入
学
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
９
月
に

卒
業
し
た
２
期
生
は
４
名
が
修
士
課

程
に
進
学
し
、
１
名
が
日
本
企
業
に

就
職
し
ま
し
た
。

　

静
岡
大
学
の
卒
業
生
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
活
躍
の
支
援
や
ア
ジ
ア
の
優
秀

な
留
学
生
の
獲
得
の
た
め
に
は
、
海

外
の
同
窓
会
の
存
在
は
大
き
な
力
で

す
。
工
学
部
の
同
窓
会
で
は
既
に
台

湾
に
同
窓
会
支
部
が
あ
り
、
長
年

に
わ
た
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
静
岡
大
学
の
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
の
進
展
と
共
に
、
ア
ジ
ア
圏

を
中
心
に
全
学
同
窓
会
が
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
に
静
岡
大
学

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
窓
会
、
平
成
26
年

に
静
岡
大
学
タ
イ
同
窓
会
が
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら

れ
、
近
々
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
同
窓
会

の
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

窓
会
に
は
静
岡
大
学
の
卒
業
生
だ
け

で
な
く
、
当
該
国
に
進
出
し
て
い
る

企
業
や
自
治
体
の
人
達
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
現
地
で
活
躍
し
て

い
る
静
岡
大
学
の
卒
業
生
の
間
の
交

流
、
現
地
の
優
秀
な
学
生
の
入
学
の

促
進
、
こ
れ
か
ら
現
地
に
進
出
し
よ

う
と
い
う
企
業
へ
の
情
報
の
提
供
等
、

現
地
の
同
窓
会
は
ア
ジ
ア
と
日
本
の

架
け
橋
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
10
年
間
、
工
学
部
の

就
職
率
は
94
％
以
上
、
工
学
研
究
科

は
97
％
以
上
と
全
国
で
も
屈
指
の
高

い
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
平
成
26
年
度
は
、
工
学
部
の
就

職
率
は
98
．０
％
、
工
学
研
究
科
は
99
．

７
％
と
、
こ
の
５
年
間
で
最
も
高
く

な
り
ま
し
た
。
高
い
就
職
率
の
理
由

と
し
て
、
企
業
で
の
卒
業
生
の
高
い

評
価
が
工
学
部
・
工
学
研
究
科
の
就

職
活
動
を
支
え
、
現
役
の
学
生
へ
の

強
力
な
支
援
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
達
教
職
員
一
同
、
学
生
が
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
「
工

学
を
学
ぶ
な
ら
ば
静
岡
大
学
」
を
合

言
葉
に
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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で
先
の
見
え
な
い
現
代
社
会
を
ど
の

よ
う
に
生
き
て
ゆ
け
ば
良
い
の
か
。

そ
ん
な
疑
問
の
道
標
と
な
る
よ
う
な

研
究
を
こ
れ
か
ら
も
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

研
究
紹
介
２

有
機
分
子
を
用
い
た

波
長
変
換
材
料
の
開
発

化
学
バ
イ
オ
工
学
科
　
川
井
秀
記

　

私
た

ち
の
身

の
回
り

に
は
、

紫
外
線

〜
可
視

光
線
〜

赤
外
線

な
ど
波
長
が
異
な
っ
た
様
々
な
光
が

存
在
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
光
の
特
性
は
異
な
る
た
め
、
太
陽

電
池
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
光
を
利
用

し
た
機
能
性
材
料
は
、
一
部
の
波
長

の
光
し
か
吸
収
せ
ず
、
多
く
が
利
用

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
も

し
、
こ
れ
ら
の
光
を
有
効
に
活
用
で

き
れ
ば
、
様
々
な
分
野
で
の
応
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

光
の
波
長
変
換
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

通
常
、
紫
外
光
や
可
視
光
の
青
色
光

な
ど
の
波
長
が
短
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

研
究
紹
介
１

素
数
ゼ
ミ
の
謎
か
ら
国
際
経
済

　
数
理
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
吉
村
　
仁

　

ア
メ

リ
カ
に

は
、
17

年
も
し

く
は
13

年
に
一

度
大
量

発
生
す

る
珍
し
い
セ
ミ
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
こ
の
セ
ミ
は
そ
の
発
生
周
期

か
ら
周
期
ゼ
ミ
・
素
数
ゼ
ミ
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
な
ぜ
素
数
周
期
で
発
生

す
る
セ
ミ
が
誕
生
し
た
の
か
は
大
き

な
謎
で
す
。
私
達
は
数
理
モ
デ
ル
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
駆
使
し
て
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

セ
ミ
の
進
化
の
全
貌
を
解
明
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
素
数
ゼ

ミ
の
誕
生
に
は
、
氷
河
期
に
よ
る
成

長
ス
ピ
ー
ド
の
低
下
と
い
う
セ
ミ
に

と
っ
て
は
危
機
的
状
況
が
関
係
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
素
数
ゼ
ミ
の
進
化

は
、
セ
ミ
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

「
環
境
変
動
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
絶

滅
と
い
う
危
機
を
回
避
す
る
た
め
の

戦
略
だ
っ
た
の
で
す
。

　

セ
ミ
の
進
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

我
々
に
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
我
々
の
住
む
世
界
も
凄
ま
じ

い
ス
ピ
ー
ド
で
環
境
変
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
顕
著
な
例
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
っ
て
で
き
た
国
際
経
済
で

す
。
こ
こ
で
は
一
箇
所
の
市
場
で
起

こ
っ
た
大
き
な
変
動
が
、
そ
の
ま
ま

世
界
中
に
広
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、

大
き
な
環
境
変
動
と
い
う
危
機
が
常

に
我
々
に
付
き
ま
と
う
の
で
す
。
環

境
変
動
を
生
き
抜
く
生
物
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
複
雑

高
い
も
の
を
、
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
状

態
に
す
る
の
は
簡
単
な
の
で
す
が
、

太
陽
光
の
大
部
分
を
占
め
る
長
波
長

の
光
を
短
波
長
の
光
に
変
換
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
は
高
出
力

の
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
こ
の
低

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
光
を
高
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
光
に
変
換
す
る
「
ア
ッ
プ
コ
ン

バ
ー
ジ
ョ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
二
種
類
の
異
な
っ
た
有
機

化
合
物
を
組
み
合
わ
せ
て
、
弱
い
光

で
も
波
長
を
変
え
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
最
近
、
こ
の
「
ア
ッ
プ
コ
ン

バ
ー
ジ
ョ
ン
」
が
、
二
重
ら
せ
ん
構

造
を
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
デ
オ
キ
シ
リ
ボ

核
酸
）
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
非

常
に
高
効
率
で
生
じ
る
こ
と
を
見
出

し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
新
た
な
高
分

子
材
料
と
み
な
し
て
、
薄
膜
化
な
ど

を
試
み
太
陽
電
池
な
ど
の
高
効
率
化

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
「
ア
ッ
プ
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
の
技
術
を
利
用
し
て
、
身

体
の
特
定
の
細
胞
を
検
出
す
る
バ
イ

オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
現
在
の
蛍
光
性
物
質
を
光

ら
す
た
め
の
短
波
長
の
光
は
、
身
体

の
深
部
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
対
し
、
生
体
透
過
性

の
高
い
近
赤
外
光
を
用
い
、
肉
眼

で
観
測
で
き
る
可
視
光
に
変
換
で

き
れ
ば
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
診
断

薬
と
し
て
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
そ
の
作
製
・
評
価
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
は
、「
光
」
を
利

用
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
・

医
療
へ
の
応
用
を
目
指
し
た
人
に
役

に
立
つ
も
の
を
作
り
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

チ
ー
ム
開
発
で
世
界
大
会
優
勝

電
気
電
子
工
学
専
攻
　
瀬
尾
真
人

　

電
気
電
子
工
学
科
の
渡
邊
実
研
究

室
で
は
、
研
究
室
内
で
学
生
チ
ー
ム

を
結
成
し
、
国
際
学
会
が
主
催
す
る

Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
と

い
う
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
本

大
会
は
ゲ
ー
ム
（
Ｂ
ｌ
ｏ
ｋ
ｕ
ｓ
）

を
思
考
す
る
回
路
を
Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ
に
実

装
し
、
そ
の
回
路
設
計
技
術
を
競
う

大
会
で
す
。

　

毎
年
、
世
界
の
企
業
や
大
学
が
20

チ
ー
ム
程
度
参
加
し
て
お
り
、
私
た
ち

は
こ
の
大
会
で
の
優
勝
を
目
指
し
、
日

夜
研
究
と
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
大
会
で
も
強
い
回
路
を
実
装
す
る

た
め
に
み
ん
な
で
熱
い
議
論
を
重
ね
、

幾
重
も
の
障
壁
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
苦
労
が
実
り
大
会
で
優
勝
が
確
定

し
た
時
は
、
み
ん
な
大
喜
び
で
思
わ
ず

飛
び
跳
ね
た
程
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
連

続
世
界
一
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
研
究

と
開
発
を
頑

張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま

す
。
最
後
に

本
大
会
に
参

加
す
る
に
あ

た
り
一
緒
に

頑
張
っ
て
き

た
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
と

渡
邊
実
准
教

授
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ

ま
す
。

国
際
会
議
Ｍ
Ｈ
Ｓ
２
０
１
４

ベ
ス
ト
ペ
ー
パ
ー
ア
ワ
ー
ド
受
賞

機
械
工
学
専
攻
　
櫻
井
智
史

　

こ
の
度
、IE
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を
受
賞
し
ま
し

た
。
発
表
題
目
は
「D

evelopm
ent 

of a single cell electroporation 
m

ethod using a scanning ion 
conductance m

icroscope w
ith a 

theta type probe pipet

」
で
す
。
生

物
工
学
の
分
野
で
は
生
細
胞
へ
の
外
来

遺
伝
子
や
染
料
導
入
は
遺
伝
子
の
機
能

や
構
成
要
素
を
研
究
す
る
う
え
で
大
変

重
要
で
す
。
私
が
所
属
す
る
岩
田
研
究

室
で
は
走
査
型
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
を
用

い
て
、
細
胞
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

試
料
の
新
規
な
観
察
法
や
マ
ニ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
法
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
発
表
で
は
走
査
型
イ
オ
ン
伝
導

顕
微
鏡
と
い
う
装
置
を
用
い
て
単
一
細

胞
に
低
侵
襲
で
分
子
導
入
で
き
る
手
法

を
開
発
し
ま
し
た
。
ナ
ノ
ピ
ペ
ッ
ト
と

い
う
先
端
が
直
径
1
0
0
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
キ
ャ
ピ
ラ
リ
ー
ガ
ラ
ス
管
を

細
胞
近
傍
に
位
置
決
め
し
、
単
一
の
細

胞
の
み
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
手
法
で
高
い
確
率
で
分
子
導
入

可
能
な
技
術
を
実
現
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
私
の

研
究
を
ご

指
導
し
て

く
だ
さ
い

ま
し
た
岩

田
太
教
授
、

お
よ
び
研

究
室
の
皆

様
に
厚
く

御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

素数ゼミのシミュレーション実験
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今
回
の
総
合
科
学
技
術
研
究
科
の
設

置
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
科
や

専
攻
の
枠
を
超
え
た
分
野
横
断
的
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
可
能
な
教
育

体
制
を
作
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
新
研

究
科
の
中
に
「
研
究
科
共
通
科
目
」
や

「
副
専
攻
制
度
」
を
設
け
て
、
広
い
分

野
を
俯
瞰
す
る
能
力
の
育
成
を
行
い
ま

す
。
一
方
、
研
究
科
共
通
科
目
の
中
の

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
英
語
論

文
の
執
筆
の
力
量
ア
ッ
プ
の
科
目
、
英

語
で
講
義
を
行
う
専
門
科
目
を
積
極
的

に
受
講
す
る
こ
と
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
俯

瞰
す
る
能
力
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
能

力
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

　

総
合
科
学
技
術
研
究
科
の
新
設
に

よ
り
、
工
学
専
攻
の
学
生
の
俯
瞰
す

る
能
力
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
能
力

に
一
層
の
磨
き
が
か
か
り
、
浜
松
か

ら
世
界
に
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
工
学
部
・
工
学

専
攻
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
院
改
組（
修
士
課
程
）に
つ
い
て

総
合
科
学
技
術
研
究
科
長
　
佐
古
　
猛

　

今
年
4
月
か
ら
、
修
士
課
程
の
4
つ

の
理
工
系
研
究
科
を
統
合
し
た
総
合

科
学
技
術
研
究
科
（
修
士
課
程
）
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
図
に
示
す
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
4
つ
の
研
究
科
の
名

称
は
、
総
合
科
学
技
術
研
究
科
の
中
で

は
工
学
専
攻
、
情
報
学
専
攻
、
農
学
専

攻
、
理
学
専
攻
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
工

学
研
究
科
の
中
に
あ
っ
た
機
械
工
学
専

攻
等
の
6
専
攻
は
、
機
械
工
学
コ
ー
ス

等
の
よ
う
に
専
攻
の
代
わ
り
に
コ
ー
ス

を
付
け
た
名
称
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
学
生
定
員
は
従
来
の
研
究
科
や

専
攻
の
定
員
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
そ
の

結
果
、
新
し
い
研
究
科
の
学
生
定
員
は

4
7
9
名
、
そ
の
中
で
工
学
専
攻
の
定

員
は
2
6
2
名
で
全
体
の
55
％
に
な
り

ま
す
。

　

修
士
課
程
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
人
材
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を

養
成
す
る
た
め
に
は
、
学
部
の
時
に

身
に
付
け
た
個
別
の
専
門
知
識
を

高
度
化
す
る
と
共
に
、
そ
の
専
門
分

野
の
回
り
を
俯
瞰
す
る
能
力
を
育
成

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
更
に
今
後
、

ま
す
ま
す
進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
中
で
、
英
語
で
自
ら
の
専
門
分

野
に
つ
い
て
学
び
、
発
表
し
、
議
論

す
る
国
際
化
対
応
能
力
も
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
修
士
課
程
の
教
育

は
、
学
生
の
専
門
性
の
高
度
化
と
い

う
点
で
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
が
、
「
俯
瞰
す
る
能
力
」
と

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
能
力
」
の
育

成
の
面
で
は
不
十
分
で
す
。

附
属
図
書
館
分
館
・
学
生
支
援
棟

（
Ｓ–

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
）

工
学
部
事
務
長
　
村
松
　
祐

　

附
属
図
書
館
分
館
・
学
生
支
援
棟

は
、
平
成
26
年
9
月
に
竣
工
し
ま
し

た
。
こ
の
建
物
の
愛
称
は
、
Ｓ–

Ｐ
ｏ

ｒ
ｔ
で
す
。
学
生
た
ち
の
港
と
し
て

学
習
及
び
教
育
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
図
書
機
能
の
向
上
と
学
生
支
援
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
場
所
で
す
。

　

一
階
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
浜
松
学
生
支
援
事
務

セ
ン
タ
ー
、
授
業
料
・
検
定
料
等
の

納
入
、
物
品
等
の
検
収
を
行
う
調
達

管
理
課
、
図
書
館
事
務
室
等
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
浜
松
学
生
支
援
事

務
セ
ン
タ
ー
は
、
専
門
教
育
、
学
生

支
援
、
就
職
支
援
を
担
当
し
て
お
り
、

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
学
生
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
二
階

は
す
べ
て
図
書
館
の
エ
リ
ア
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
エ
リ
ア
、
多
文
化

交
流
エ
リ
ア
、
地
域
産
業
史
エ
リ
ア
、

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
等
が
あ
り
、
学
生

及
び
教
職
員
等
が
交
流
す
る
港
で
す
。

三
階
は
2
1
0
人
ま
で
収
容
可
能
な

大
会
議
室
、
非
常
時
に
は
災
害
対
策

本
部
と
し
て
機
能
す
る
会
議
室
、
研

究
科
長
室
、
事
務
室
等
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
上
に
は
太
陽

光
発
電
設
備
、
一
部
屋
上
緑
化
の
整

備
、
断
熱
性
の
高
い
特
殊
ガ
ラ
ス
の

採
用
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
環
境
負
荷
低

減
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
入
学
式

　

平
成
27
年
度
入
学
式
が
4
月
4
日
、

静
岡
市
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
大
ホ
ー
ル

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
が
降
る
中
、
新
入

生
は
、
会
場
入
口
で
先
輩
学
生
た
ち

か
ら
祝
福
の
エ
ー
ル
を
受
け
な
が
ら

緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
場
し
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
静
岡
大
学
混
声
合

唱
団
が
静
岡
大
学
学
生
歌
「
わ
れ
ら

若
人
」
の
合
唱
、
続
い
て
、
静
岡
大

学
管
弦
楽
団
か
ら
楽
劇
「
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
グ
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」

よ
り
第
1
幕
へ
の
前
奏
曲
が
演
奏
さ

れ
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
伊
東
学
長
か
ら
「
静
岡

大
学
を
思
う
存
分
活
用
し
て
、「
適
応

す
る
力
」
と
「
変
わ
ら
な
い
力
」
の

2
つ
を
み
に
つ
け
て
ほ
し
い
。
」
と

新
入
生
へ
の
期
待
を
込
め
た
式
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
列
の
工
学
部
保
護
者
の

方
々
に
は
、
式
終
了
後
、
学
生
後
援

会
総
会
及
び
学
科
説
明
懇
談
会
が
催

さ
れ
、
多
数
の
保
護
者
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

（
新
入
生
数
：
工
学
部
5
5
9
名
、

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究
科
工
学

専
攻
3
4
3
名
）

入学式の様子

総合科学技術研究科の組織図
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集
中
コ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
て
受
入
れ
ま
す
。
国
内
学

生
は
副
専
攻
に
お
い
て
、
英
語
で
の

授
業
、
海
外
研
修
等
を
組
み
合
わ
せ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
し
ま
す
。

　

修
士
課
程
で
は
、
留
学
生
向
け
に

英
語
で
学
位
取
得
可
能
な
修
士
課
程

を
開
講
し
ま
す
。
国
内
学
生
も
副
専

攻
に
お
い
て
英
語
の
科
目
を
履
修
し

ま
す
。

　

ア
ジ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
静
岡
県
か
ら
海
外
へ
と
事
業
展

開
を
す
る
企
業
、
国
際
化
を
図
る
自

治
体
と
の
連
携
の
下
に
、
留
学
生
と

国
内
学
生
が
共
に
学
ぶ
環
境
の
構
築

を
図
り
ま
す
。
静
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
多
く
の
学
生
が
多
文
化
環
境
で

学
ぶ
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

就
職
・
進
学
状
況

就
職
担
当
代
表
　
関
谷
和
之

　

昨
年
度
は
、
5
8
3
名
が
工
学

部
を
卒
業
し
、
図
に
示
す
よ
う
に

63
％
が
大
学
院
等
に
進
学
（
他
大
学

を
含
む
）
、
34
％
が
就
職
し
ま
し

た
。
例
年
と
比
較
し
て
，
大
学
院
進

学
が
若
干
多
い
で
す
。
大
学
院
で
は
、

3
0
0
名
が
修
士
課
程
を
修
了
し
、

2
％
が
博
士
課
程
に
進
学
、
97
％
が

就
職
し
ま
し
た
。
ま
た
，
学
部
の
機

械
、
電
気
電
子
、
物
質
、
シ
ス
テ
ム

ア
ジ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
ラ
イ
ア
ン
優
子

　

静
岡
大
学
は
、
平
成
27
年
度
10
月

よ
り
ア
ジ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ａ
Ｂ
Ｐ-

Ｓ
Ｕ
）
と
い
う
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始

し
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、

地
域
の
国
際
展
開
力
の
向
上
に
寄
与

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
で
す
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
留
学
生
向
け

の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
国
内
学
生

（
主
に
日
本
人
学
生
）
向
け
の
副
専

攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
学
士
・
修
士
課

程
に
て
開
講
さ
れ
ま
す
。
副
専
攻
の

履
修
対
象
者
は
、
平
成
27
年
度
以
降

の
学
士
・
修
士
課
程
の
入
学
者
で
す
。

　

学
士
課
程
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
留

学
生
を
、
各
学
部
の
課
程
に
日
本
語

《Webアンケートのお願い》
工学部の様子をより的確にお知らせし、紙
面の充実を図るためにWebアンケートを実
施いたします。
静岡大学工学部ホームページ＞＞工学部
ニュースレターはまかぜのページ上の「はま
かぜアンケート」よりご意見をお寄せください。
http://www.eng.shizuoka.ac.jp/mc/1/70.html

ご意見お問い合わせは下記へお願いします。
〒432-8561 浜松市中区城北3-5-1

静岡大学工学部　事務長補佐
TEL.053-478-1001　FAX.053-478-1005

E-mail engkoho@adb.shizuoka.ac.jp

の
女
子
学
生
就
職
希
望
者
18
名
の
就

職
率
は
1
0
0
％
で
す
。

　

各
学
科
に
お
い
て
、
就
職
担
当
教

員
を
選
任
し
、
毎
年
1
0
0
％
の
就

職
率
を
目
指
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

工
学
部
で
は
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

合
同
企
業
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
度
の
各
学
科
・
専
攻
の
主
な

就
職
先
は
次
の
通
り
で
す
。

【
機
械
工
学
科
・
専
攻
】

ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
、
Ｔ
Ｈ
Ｋ
リ
ズ
ム
、
ヤ
マ
ハ

発
動
機
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
、
三
菱

電
機
、
ス
ズ
キ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

Ｎ
Ｏ
Ｋ
、
ア
ス
モ

【
電
気
電
子
工
学
科
・
専
攻
】

三
菱
電
機
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

東
芝
テ
ッ
ク
、
ア
イ
シ
ン
精
機
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ア
ク
セ
ス
テ
ク
ニ
カ
、
ヤ
マ
ハ
、

ス
ズ
キ
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
デ
ン
ソ
ー
、

中
部
電
力
、
関
西
電
力
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

【
電
子
物
質
科
学
科
・
専
攻
】

ス
ズ
キ
、
小
糸
製
作
所
、
デ
ン
ソ
ー
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
、
ソ
ニ
ー
、
セ
イ
コ
ー

エ
プ
ソ
ン
、
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
、

Ｔ
Ｄ
Ｋ
、
信
越
化
学
、
村
田
製
作
所

【
化
学
バ
イ
オ
工
学
科
・
専
攻
】

三
菱
化
学
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
、
住
友

化
学
、
日
亞
化
学
工
業
、
大
正
製
薬
、

ア
サ
ヒ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、

ス
ズ
キ
、
ヤ
マ
ハ
、
中
部
電
力
、
浜
松

ホ
ト
ニ
ク
ス

【
数
理
シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
専
攻
】

Ｎ
Ｅ
Ｃ
、ア
イ
シ
ン
精
機
、オ
ー
ビ
ッ
ク
、

ス
ズ
キ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
デ
ン
ソ
ー
、

東
芝
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

本
田
技
研
工
業

【
事
業
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
】

起
業
を
含
め
就
職
先
は
広
く
分
布

静
岡
大
学
吹
奏
楽
団

機
械
工
学
科
　
勝
田
悠
馬

　

静
岡
大
学
吹
奏
楽
団
は
、
静
岡

キ
ャ
ン
パ
ス
と
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
吹
奏
楽
団

で
す
。
平
日
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

土
日
は
静
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、

年
に
3
回
の
県
内
で
の
演
奏
会
（
ス

プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
、
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
、
定
期
演
奏
会
）
を
は
じ

め
、
浜
松
駅
前
で
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト
、
各
地
で
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
活
動
、
小
中
学
校
な
ど
で
の
依

頼
演
奏
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
静

岡
大
学
の
行
事
に
お
い
て
も
、
卒
業

式
や
入
学
式
に
て
、
式
典
演
奏
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出
場
し
て

お
り
、
総
合
10
回
以
上
の
全
国
大
会

出
場
経
験
を
持
つ
、
実
力
を
備
え
た

バ
ン
ド
で
す
。
今
年
も
、
お
客
様
に

よ
り
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
届
け
る
こ

と
を
目
指
し
、
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
。

進学
63%

就職（製造業）
26%

就職
（その他）
8%

その他 3%

平成26年度　工学部
就職・進学状況

アジアブリッジプログラムと産学官連携

静岡大学工学部ニュースレター　はまかぜ●第26号
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